


　

⑤
高
津
宮
の
場
合
も
『
高
津
の
富
』
や

『
崇
徳
院
』『
稲
荷
俥
』『
高
倉
狐
』
等
々

の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
か
夏

祭
は
描
か
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
繁
昌
亭
が
開
席
し
た
翌
々
年

の
２
０
０
８
年
に
始
ま
っ
た
「
上
方
落
語

台
本
募
集
」
の
課
題
は
〈
天
神
祭
〉
だ
っ

た
。
大
賞
に
選
ば
れ
た
『
天
神
祭
』
は
大

石
内
蔵
助
の
妻
子
が
祭
礼
見
物
に
来
た
史

実
を
踏
ま
え
る
。
特
別
賞
の
『
御
迎
え
人

形
の
恋
』
は
、「
安
倍
保
名
」
の
人
形
に

恋
し
た
女
性
の
伝
承
が
モ
チ
ー
フ
だ
。

　

来
る
７
月
21
日
の
「
天
神
祭
の
極
意
」

で
は
、
こ
れ
を
改
作
し
た
二
作
と
、
一
昨

年
の
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
用
に
創
作
さ
れ
た

『
菅
原
君
の
祟
り
』
の
三
作
と
と
も
に
、

夏
祭
の
落
語
が
少
な
い
理
由
や
、
天
神
祭

に
参
加
す
る
コ
ツ
も
学
べ
る
。

　

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
は
で
き

な
い
け
れ
ど
、
も
し
天
神
祭
に
テ
レ
ポ
テ

ー
シ
ョ
ン
し
た
い
と
思
っ
た
ら
、
大
阪
城

ス
ク
エ
ア
に
行
く
が
い
い
。

天
満
天
神
繁
昌
亭
で
は
、土
地
を
提
供
し
て
い
る
大
阪
天
満
宮
に
敬
意
を
表
し
、

毎
月
25
日
の
夜
席
を「
天
神
寄
席
」と
銘
打
ち
、さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
開
催
し
て
い
る
。

ご
存
じ
の
と
お
り
、7
月
は
天
神
祭
の
本
宮
で
天
神
寄
席
は
お
休
み
。

「
８
月
ま
で
天
神
寄
席
に
行
け
な
い
の
は
淋
し
い
わ
」と
い
う
人
の
た
め
に
、

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
が
天
神
祭
に
ち
な
ん
だ
落
語
会
を
開
催
し
ま
す
！

　

も
し
、
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

す
る
の
な
ら
、
６
月
の
大
坂
に
行
く
が
い

い
。
左
の
一
覧
の
よ
う
に
、
旧
暦
の
６
月
、

特
に
そ
の
後
半
は
毎
日
が
お
祭
り
だ
っ
た

か
ら
。
現
代
の
暦
で
い
え
ば
、
７
月
後
半

か
ら
８
月
前
半
に
あ
た
る
。

①
6
月
1
日　

愛
染
明
王

②
13
・
14
日　

難
波
祇
園
祭
礼

③
14
・
15
日　

島
之
内
八
幡
宮 

④
16
・
17
日　

御
霊
宮

⑤
17
・
18
日　

高
津
宮

⑥
20
・
21
日　

博
労
稲
荷

⑦
21
・
22
日　

座
摩
宮

⑧
24
・
25
日　

天
満
天
神

⑨
27
・
28
日　

生
玉
明
神
･
森
の
宮

⑩
29
・
30
日　

玉
祭
稲
荷
･
住
吉
祭　

　

①
は
現
在
の
愛
染
堂
勝
鬘
院
、
②
は
難

波
八
坂
神
社
、
③
は
御
津
宮
（
御
津
八
幡

宮
）、
⑥
は
難
波
神
社
の
こ
と
。
⑨
の
生

國
魂
神
社
と
鵲
森
宮
な
ら
掛
持
ち
で
楽
し

め
る
。
⑩
の
玉
造
稲
荷
神
社
と
住
吉
大
社

は
掛
持
ち
に
は
少
し
遠
い
か
な
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な
に
も
夏
祭
が
盛
ん

な
大
坂
だ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
か
落
語
に
夏

祭
が
出
て
こ
な
い
。
⑧
天
満
天
神
（
大
阪

天
満
宮
）
の
天
神
祭
で
さ
え
、
古
典
落
語

に
採
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。『
初
天
神
』

は
あ
る
の
に
ね
。

笑
う
落
語
の
大
阪 

第
十
六
回

日
時
／
2
0
1
5
年
7
月
21
日（
火
）　

6・30 

PM
〜
8・20 

PM
頃（
開
場
5・30 

PM
〜
）

会
場
／
追
手
門
学
院
大
阪
城
ス
ク
エ
ア 

大
手
前
ホ
ー
ル

入
場
料
／
2
0
0
0
円　

定
員
／
3
0
0
名

主
催
／
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
事
務
局　

共
催
／
追
手
門
学
院

●
申
し
込
み
方
法
は
Ｐ
10
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
☎
０
６・４
７
９
９・１
３
４
０（
平
日
10・00 

AM
〜
7・00 

PM
）

た
か
し
ま
・
こ
う
じ

大
阪
大
学
招
聘
教
授
、追
手
門
学
院
客
員
教
授
、

大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
研
究
員
な
ど
を
務
め
る
。

6
月
の
大
坂
は
毎
日
が

お
祭
り
だ
っ
た
。

髙
島
幸
次

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
7
月
講
座
は
、

天
神
祭
に
ち
な
ん
だ
落
語
会
!

ナカノシマ大学のために笑
福亭たまさんが現代風に創
作した「菅原君の祟り」は爆
笑必至。

トリを務める林家花丸さんが
披露するのは、江戸時代の
伝承を元にした「御迎え人
形の恋」。

若手のホープと名高い笑福
亭生寿さんの「仮名手本天
神祭」では、意外すぎる二人
が祭見物？！

7
月

21
日
（
火
）

 「
天
神
祭
の

極
意
」

◉
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
7
月
講
座

落   

語
／
笑
福
亭
生
寿

　 

　  

　「
仮
名
手
本
天
神
祭
」

　 

　  

　
笑
福
亭
た
ま

　   

　
　「
菅
原
君
の
祟
り
」

　   

　
　
林
家
花
丸

　
　   

　「
御
迎
え
人
形
の
恋
」

　  

　 

　
〜
中
入
り
〜

ト
ー
ク
／ 「
天
神
祭
の〝
実
〞を
語
る
」

　
　   

　
司
会 

髙
島
幸
次

　  

　 

　
林
家
花
丸

　  
　 

　
笑
福
亭
た
ま

　
　   
　
笑
福
亭
生
寿

林
家
花
丸

笑
福
亭
生
寿

笑
福
亭
た
ま
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細
う
ど
ん
で
有
名
な
北
新
地
の

﹇
黒
門
さ
か
え
﹈
が
「
だ
し
パ
ッ
ク
」

を
発
売
。
パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
て
い

る
の
は
店
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の

と
ま
っ
た
く
同
じ
、
サ
バ
、
イ
ワ
シ
、

メ
ジ
カ
、
ウ
ル
メ
の
４
種
類
の
削

り
節
。
あ
の
香
り
高
い
だ
し
を
家

庭
で
も
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
前
か
ら
「
削
り

節
だ
け
ち
ょ
う
だ

い
」
と
い
っ
た
な
ん

と
も
大
阪
ら
し
い
常

連
客
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
あ
り
、

そ
の
声
に
応
え
て
の
発
売
。
店
主

の
西
さ
ん
に
よ
る
と
「
思
い
の
ほ

か
よ
く
売
れ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

煮
炊
き
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
味

噌
汁
に
使
っ
て
も
味
に
深
み
が
ぐ

ん
と
増
す
。
中
に
は
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
に
使
っ
た
と
い
う
人
も
い
た
そ

う
だ
。「
家
の
中
に
だ
し
の
い
い
香

り
が
充
満
す
る
の
が
た
ま
ら
な
い

か
よ
く
売
れ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

と
い
う
声
が
多
い
で
す
ね
」
と
西

さ
ん
。

　

１
回
だ
し
を
と
っ
た
だ
け
で
捨

て
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
？　

乾

燥
さ
せ
て
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
れ
ば
、

旨
み
た
っ
ぷ
り
の
ふ
り
か
け
に
な

り
ま
す
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

　

一
昨
年
、
昨
年
と
好
評
だ
っ
た

大
阪
水
上
バ
ス
の
夜
間
限
定
ク
ル

ー
ズ
が
、
今
年
の
夏
も
登
場
す
る
。

目
玉
は
、
ミ
ナ
ミ
で
長
年
レ
コ
ー

ド
店
を
営
む
﹇
ザ
・
メ
ロ
デ
ィ
﹈

マ
ス
タ
ー
の
森
本
徹
さ
ん
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
た
船
上
ラ
イ
ブ
。
生

演
奏
を
聴
き
な
が
ら
の
一
杯
は
や

は
り
格
別
。
乗
り
場
横
の
﹇
ミ
オ

バ
ル
﹈
の
フ
ー
ド
な
ど
も
持
ち
込

み
Ｏ
Ｋ
だ
。

　

ヴ
ォ
ー
カ
ル

＆
ギ
タ
ー
の
男

女
２
人
組
が
披

露
す
る
ナ
ン
バ

ー
は
、
若
手
な

が
ら
カ
バ
ー
か

ら
ジ
ャ
ズ
、
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
ソ

ン
グ
な
ど
幅
広

い
。
多
彩
な
曲

目
と
、
心
地
よ

く
川
べ
り
を
吹

き
抜
け
る
風
に
、

４０
分
の
ク
ル
ー

ズ
が
あ
っ
と
い

う
間
に
感
じ
る

は
ず
だ
。
ま
た
、

土
佐
堀
川
を
北

上
す
る
船
は
、
今
回
の
特
集
で
ご

紹
介
し
た
「
北
浜
テ
ラ
ス
」
の
目

と
鼻
の
先
を
通
る
。
す
っ
か
り
中

之
島
の
名
物
に
な
っ
た
夜
テ
ラ
ス

の
光
景
や
に
ぎ
わ
い
を
、
現
地
で

確
か
め
て
も
ら
い
た
い
。
船
上
か

ら
テ
ラ
ス
に
向
け
て
手
を
振
れ
ば
、

水
辺
の
街
な
ら
で
は
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ク
セ
に
な
る
か
も
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１５年７月１日発行

　

七
夕
の
夜
、
天
満
橋
か
ら
北
浜

に
か
け
て
、「
光
の
天
の
川
」
が
出

現
。
今
年
も
「
平
成
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

天
の
川
伝
説
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
光
源
と
す
る
約
５
万

個
の
「
い
の
り
星
Ⓡ
」
を
大
川
に

放
流
し
、
祈
り
や
願
い
を
捧
げ
る
。

「
星
が
天
に
満
ち
る
」
と
い
う
天
満

の
地
名
の
由
来
に
も
ち
な
ん
だ
こ

の
行
事
は
、
そ
う
し
た
古
来
か
ら

の
信
仰
の
現
代
的
解
釈
で
も
あ
る
。

　
「
い
の
り
星
Ⓡ
」
放
流
券
を
購
入

す
れ
ば
、
有
料
観
覧
エ
リ
ア
で
ゆ

っ
く
り
眺
め
ら
れ
、
特
製
短
冊
に

願
い
を
書
い
て
飾
る
こ
と
も
で
き

る
。
ま
た
、
天
満
〜
北
浜
エ
リ
ア

の
飲
食
店
を
め
ぐ
る
「
大
阪
七
夕

バ
ル
」
や
七
夕
ク
ル
ー
ズ
な
ど
の

関
連
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
。
詳
し
く

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。
中
之

島
の
七
夕
の
夜
を
楽
し
も
う
。　

（
大
迫 

力
・
本
誌
）

天の川プロジェクトⓇ

船
上
ラ
イ
ブ
を
楽
し
め
る

大
阪
水
上
バ
ス
の

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ

船
上
ラ
イ
ブ
を
楽
し
め
る

大
阪
水
上
バ
ス
の

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ

黒
門
さ
か
え
謹
製

 「
だ
し
パ
ッ
ク
」出
た
!

黒
門
さ
か
え
謹
製

 「
だ
し
パ
ッ
ク
」出
た
!

黒
門
さ
か
え
謹
製

 「
だ
し
パ
ッ
ク
」出
た
!

船
上
ラ
イ
ブ
を
楽
し
め
る

大
阪
水
上
バ
ス
の

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ大阪水上バス

「中之島ナイトクルーズ」
運航日／7月18日（土）、8月15日（土）、
9月19日（土）※雨天中止
時間／第１便7:00PM～　
第２便8:00PM～（各便約40分間）
料金／2,500円（ワンドリンク付き）
場所／淀屋橋港発着
予約・問い合わせ☎06-6252-6477
（ザ・メロディ・3:00PM～0:00AM）

平成OSAKA天の川伝説2015
日時／7月7日（火） 放流7:20PM～9:00PM
（開場6:00PM）※荒天中止　
場所／大川・天満橋～北浜周辺
料金／「いのり星Ⓡ」放流券は
前売り1,200円、当日1,500円
※大阪天満宮・生國魂神社奉納特製短冊付き　
購入方法／前売り券はチケットぴあ（☎0570-02-9999
／Ｐコード629-397）ほか、大阪水上バスチケット売り場
（八軒家浜）、ルポンドシエル、大阪キャッスルホテルなどで
も販売　http://www.osaka-amanogawa.com/

黒門さかえ
だしパックは沸騰した
800ccのお湯に入れ、４
分間煮出すだけ。１袋４パ
ック入りで400円也。
☎06-6344-0029
11:30AM～2:00PM　
6:00PM～0:00AM
（LO11:30PM）
土・日・祝休

日
本
舞
踊
家
が
聞
く

「
お
う
ぎ
の
会
」

日
本
舞
踊
家
が
聞
く

「
お
う
ぎ
の
会
」

日
本
舞
踊
家
が
聞
く

「
お
う
ぎ
の
会
」

　

日
本
舞
踊
家
で
、
上
方
芸
能
に

つ
い
て
の
著
作
も
あ
る
山
村
若
静

紀
さ
ん
が
ホ
ス
ト
役
を
務
め
る
連

続
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
お
う
ぎ

の
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

毎
回
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
や
研
究
者
を

招
き
、
扇
使
い
が
得

意
の
若
静
紀
さ
ん
が

そ
の
「
奥
義
」
を
聞

き
出
す
（
巧
い
！
）

と
い
う
趣
向
。
５
月

に
行
わ
れ
た
第
１
回

の
ゲ
ス
ト
は
月
刊
島

民
で
の
連
載
も
大
好

評
だ
っ
た
作
家
・
医
師
の
久
坂
部

羊
さ
ん
。
第
２
回
の
ゲ
ス
ト
は
ナ

カ
ノ
シ
マ
大
学
で
も
お
な
じ
み
の

釈
徹
宗
さ
ん
。
上
方
舞
を
は
じ
め

と
す
る
芸
能
と
仏
教
は
ど
ん
な
つ

な
が
り
が
あ
る
の
か
、
専
門
家
同

士
の
対
談
の
ゆ
く
え
が
楽
し
み
だ
。

　

対
談
開
始
前
に
は
若
静
紀
さ
ん

が
舞
を
披
露
。
こ
ち
ら
も
お
楽
し

み
に
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

第2回「おうぎの会」
日時／7月15日（水）
7:00PM～8:30PM（受付6:30PM～）
会場／創元社ビル 4階 セミナールーム
料金／2,500円
定員／50名（先着順）
申し込み・問い合わせ☎06-6231-9090
（創元社セミナー係）

七
夕
の
夜
は

光
の
天
の
川
を
見
に
行
こ
う

七
夕
の
夜
は

光
の
天
の
川
を
見
に
行
こ
う

七
夕
の
夜
は

光
の
天
の
川
を
見
に
行
こ
う
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や
バ
レ
エ
の
公
演
か
ら
Ｊ
ポ
ッ
プ
や
演

歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
に
対
応
し
た
ホ
ー
ル
だ
け
に
、
毎

回
客
層
が
ま
る
で
変
わ
る
。
こ
の
店
で

は
、
ホ
ー
ル
の
公
演
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
い
て
、
そ
れ

に
合
わ
せ
た
品
揃
え
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

著
作
や
、
特
集
さ
れ
た
雑
誌
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
取
り
寄
せ
た
り
す
る
と
い

っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
、
た
ま
た
ま
訪
れ
た

お
客
さ
ん
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

も
う
一
つ
好
評
な
の
が
、
淀
屋
橋

odona

に
あ
る
店
舗
と
連
携
し
、
互
い

に
本
を
取
り
寄
せ
合
う
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
。
例
え
ば
、
中
之
島
店
に
な

い
本
で
も
淀
屋
橋
店
に
在
庫
が
あ
れ
ば
、

１
〜
２
日
で
取
り
寄
せ
て
も
ら
え
る
。

２
つ
の
店
を
往
復
す
る
の
も
店
長
の
仕

事
で
、
週
に
２
回
ほ
ど
行
き
来
す
る
。

こ
う
し
た
こ
ま
め
な
対
応
は
今
ど

き
あ
り
が
た
い
。

　

他
に
も
、
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
の
受
講
生
な
ど
学
び
た
い

人
の
た
め
に
、
N
H
K
の
教
材
コ

ー
ナ
ー
を
充
実
さ
せ
た
り
、
オ
フ

ィ
ス
需
要
を
見
越
し
て
事
務
用
品

コ
ー
ナ
ー
を
増
や
す
工
夫
も
。
今

や
中
之
島
内
で
は
数
少
な
く
な
っ

た
本
屋
は
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ア

イ
デ
ア
で
勝
負
す
る
。

http://festivalplaza.jp/　
提供／株式会社 朝日ビルディング

祝 祭 へ よ う こ そ 。

　

本
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は
街
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映
す
と
よ
く
言
わ
れ
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い
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。
中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ

ー
の
地
下
１
階
に
あ
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文
教
堂
書
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］

も
ま
さ
に
そ
う
で
、
会
社
の
昼
休
み
の

時
間
と
も
な
れ
ば
、
中
之
島
で
働
く
人

た
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
。
売
れ
筋
は
雑
誌

や
通
勤
時
間
に
読
み
や
す
い
文
庫
本
、

飲
食
店
が
掲
載
さ
れ
た
ガ
イ
ド
本
な
ど

だ
そ
う
で
、
聞
け
ば
な
る
ほ
ど
と
い
う

感
じ
が
す
る
。

 

「
入
っ
て
す
ぐ
の
一
番
棚
は
、
い
つ
も

発
見
が
あ
る
よ
う
に
心
が
け
て
入
れ
替

え
て
い
ま
す
。
毎
日
来
ら
れ
る
方
も
多

い
で
す
か
ら
」
と
店
長
の
竹
本
良
生
さ

ん
。
こ
の
あ
た
り
も
オ
フ
ィ
ス
街
に
あ

る
本
屋
ら
し
い
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
店
が
少
し
違
っ
て
い

る
の
は
、
同
じ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ

ー
の
２
階
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル

が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
。
ク
ラ
シ
ッ
ク

華やぐ街に誘われてフェスティバルプラザの「技」　16

中之島ゆえの、
サービスと品揃えとは。
 ［文教堂書店］ ●書籍

文教堂全体でも力を入れているという店内奥のコミッ
クコーナーは、ご覧のとおりの充実度。

店に入ってすぐの「一番棚」は、常に新しいものや話題の本に入れ替える。

文教堂書店 中之島フェスティバルプラザ店
●中之島フェスティバルタワーB1F
　新刊を中心に単行本、新書、文庫、雑誌、コミックなど
幅広く揃う。事務用品やＣＤも一部取り扱っている。意
外に知られていないのがコミックコーナーの充実ぶりで、
マンガ好きのビジネスマンたちの人気スポットになってい
る。店頭に在庫がない場合でも、淀屋橋店にあればすぐ
に取り寄せてもらうことができる。
☎06-4706-5285　10:00AM～10:00PM

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。
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バ
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の
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か
ら
Ｊ
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プ
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サ
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で
取
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の
も
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で
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に
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る
。
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た
こ
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な
対
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は
今
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い
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、
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日
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ー
の
受
講
生
な
ど
学
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た
い

人
の
た
め
に
、
N
H
K
の
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材
コ
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ナ
ー
を
充
実
さ
せ
た
り
、
オ
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ィ
ス
需
要
を
見
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て
事
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用
品

コ
ー
ナ
ー
を
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も
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今

や
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で
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た
本
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と
ア
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デ
ア
で
勝
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す
る
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／梅田 蔦谷書店／カペラ書店／紀伊國屋書店 梅田本店・グランフロント大阪店・本町店／ジュンク堂書店 大阪本店・梅田ヒルトンプラザ店・天満橋店／
MARUZEN&ジュンク堂書店 梅田店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店　［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム
／大阪倶楽部／大阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会堂／大阪市立科学館／大阪市立生涯学習センター／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島
センター／大阪21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院 大阪城スクエア／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャンパス／
国立国際美術館／CITY NAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター／少彦名神社／中央電気倶楽部／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパス

［店舗・医院など］アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫茶カンターロ／喫茶SAWA／グランスイート中
之島／黒門さかえ／コモンカフェ／The Court／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セブンイレブン大阪証券取引所
店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ／FOLK／フレイムハウス／ミ
ニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］紀伊國屋書店 京橋店／ジュンク堂書店　難波店／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立中央図書館／大阪
府立江之子島文化芸術創造センター／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪シティ信用金庫 江戸堀支店／御舟かもめ／Calo Bookshop and cafe／写真とプリン
ト社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪市立難波市民学習センター／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／摂南大学 地域連携センター／郵政考古学会／ゆったりんこ
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館
●東京　往来堂書店（千駄木）／BOOKSルーエ（吉祥寺）／B&B（下北沢）／隣町珈琲（荏原中延）／ONLY FREE PAPER（渋谷）

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
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印刷／佐川印刷株式会社

次号予告中之島名所番付2015
働く、食べる、住む、眺める。中之島には多彩な「名所」がある。
あのカド丸建築から路傍の立木まで、隠れた名所をご紹介しよう。

●『月刊島民』vol.85は2015年8月１日発行です!
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